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昨
年
（
令
和
六
年
）
、

新
年
早
々
に
石
川
県
能
登

地
方
を
最
大
震
度
７
の
地

震
が
襲
っ
た
。

　

元
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
宅
や
実

家
、
旅
行
先
で
の
ん
び
り
と
し
た
正
月
を

過
ご
し
て
い
た
り
、
初
詣
や
初
売
り
に
出

か
け
て
い
た
読
者
の
方
も
多
か
っ
た
こ
と

と
思
う
。
筆
者
も
娘
が
帰
省
し
て
い
た
の

で
、
正
月
ら
し
く
？
昼
か
ら
体
内
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
を
し
て
い
て
、
地
震
が
発
生
し

た
夕
方
に
は
、
「
か
な
り
」
い
い
感
じ
に

な
っ
て
い
た
が
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
一

気
に
酔
い
が
冷
め
て
い
っ
た
こ
と
を
記
憶

し
て
い
る
。

　

被
害
が
甚
大
だ
っ
た
こ
と
は
、
ご
存
じ

の
こ
と
と
思
う
が
、
能
登
半
島
沿
岸
部
に

あ
る
国
道
二
百
四
十
九
号
の
緊
急
復
旧

（
道
路
啓
開
）
を
加
速
す
る
た
め
、
陸
路

で
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
場
所
に
は
、
防
衛

省
（
自
衛
隊
）
と
連
携
し
、
海
上
か
ら
の

資
機
材
搬
入
が
実
現
し
た
こ
と

か
ら
緊
急
復
旧
を
加
速
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
後
、

石
川
県
知
事
か
ら
の
要
請
等
を

踏
ま
え
、
被
害
が
甚
大
で
あ
る

能
越
自
動
車
道
の
石
川
県
管
理

区
間
や
国
道
二
百
四
十
九
号
沿
岸
部
に
お

い
て
は
、
国
土
交
通
省
が
自
治
体
に
代
わ

っ
て
本
格
復
旧
に
着
手
し
た
。

　

復
旧
作
業
を
進
め
、
能
越
自
動
車
道
・

の
と
里
山
海
道
に
お
い
て
は
、
三
月
に
は

一
方
通
行
と
い
う
制
限
は
あ
っ
た
が
、
何

と
か
、
全
線
の
通
行
確
保
が
で
き
、
こ
れ

を
経
て
、
対
面
通
行
の
確
保
が
な
さ
れ
、

着
実
に
復
旧
が
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
六
年
九
月
、
大

雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
大
雨
は
、
石
川
県
の
多
い
と
こ
ろ
で

は
、
三
日
間
の
総
降
水
量
が
五
百
ミ
リ
を

超
え
、
九
月
の
一
カ
月
間
の
平
年
の
降
水

量
の
二
倍
を
上
回
り
、
北
陸
地
方
や
東
北

地
方
の
日
本
海
側
で
も
記
録
的
な
大
雨
と

な
っ
た
。
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
に
入
居

し
、
生
活
再
建
を
目
指
し
て
い
た
中
、
大

雨
の
被
害
を
受
け
、
二
度
の
被
災
と
い
う

厳
し
い
状
況
に
大
き
な
不
安

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
誰
も

が
思
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

大
雨
に
よ
り
、
国
の
権
限

代
行
に
よ
り
復
旧
工
事
を
進

め
て
い
た
国
道
二
百
四
十
九
号
に
お
い
て

も
各
所
で
土
砂
崩
落
・
流
入
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
通
行
確
保
時
期

の
見
直
し
を
せ
ざ
る
得
な
い
状
況
と
な
っ

た
が
、
先
月
（
十
二
月
）
、
一
般
交
通
の

二
車
線
通
行
や
緊
急
車
両
等
の
一
車
線
通

行
が
確
保
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き

続
き
、
復
旧
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
復
旧
・
復
興
作
業
が
冬
季
に
さ

し
か
か
る
こ
と
か
ら
、
復
旧
・
復
興
を
止

め
な
い
除
雪
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、

国
に
お
い
て
は
、
能
越
道
等
に
つ
い
て
、

除
雪
機
械
の
増
強
や
融
雪
施
設
を
設
置
す

る
等
、
県
と
も
連
携
を
図
り
、
万
全
な
体

制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
か

ら
な
る
「
能
登
地
域　

冬
期
道
路
交
通
確

保
情
報
連
絡
本
部
」
を
新
た
に
設
置
し
、

能
登
地
域
に
お
け
る
雪
害
対
応
の
連
携
強

化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
願
う
ば
か

り
で
あ
る
。
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あ
れ
か
ら
一
年

　

令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
平
素
か
ら

当
会
議
の
運
営
及
び
諸
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
元
旦
に
能
登
半
島
地
震
が

発
生
し
、
極
め
て
甚
大
な
被
害

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
関
係
者

　

令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
当
会
を
代
表
し
て
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
議
の
運
営
及
び
諸
活
動

に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か

ら
格
別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
６
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
で
は
、
道
路
の
寸
断
に

よ
り
救
助
や
支
援
物
資
の
輸
送

等
が
難
航
し
て
い
る
様
子
が
連

日
報
道
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

改
め
て
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
再
認

識
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
や
企
業
活

動
を
支
え
る
物
流
業
界
に
お
い

て
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
案

に
基
づ
く
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
時
間
規
制
等
が
昨
年

４
月
か
ら
適
用
さ
れ
、
こ
れ
に

伴
う
輸
送
能
力
不
足
へ
の
対
応

と
し
て
、
物
流
の
円
滑
な
移
動

を
確
保
し
企
業
等
の
生
産
性
向

上
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
速
や
か
に
構
築
し
て
い
く

必
要
性
が
よ
り
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

　

道
路
は
、
平
時
に
お
い
て

も
、
国
民
生
活
の
向
上
、
経
済

社
会
の
発
展
に
不
可
欠
な
最
も

基
礎
的
な
社
会
基
盤
で
あ
り
ま

す
。
中
国
地
方
に
お
い
て
、

そ
の
整
備
は
未
だ
不
十
分
で
あ

り
、
今
後
活
力
あ
る
地
域
経
済

に
支
え
ら
れ
た
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
「
地
方
創

生
」
の
取
組
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
生
活
道
路
に
至
る

ま
で
、
生
産
性
向
上
を
導
く
社

会
資
本
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
重

視
し
た
、
真
に
必
要
と
さ
れ
る

道
路
の
整
備
を
、
緊
急
か
つ
計

画
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

加
え
て
、
災
害
に
強
い
国
土
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
構

築
に
向
け
、
令
和
７
年
度
ま
で

と
な
っ
て
い
る
「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５

か
年
加
速
化
対
策
」
を
着
実
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
土
強

靱
化
実
施
中
期
計
画
を
早
期
に

策
定
し
、
継
続
的
・
安
定
的
に

国
土
強
靱
化
の
取
組
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
高
規
格
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
や
多

車
線
化
な
ど
の
機
能
強
化
に
加

え
、
平
常
時
・
災
害
時
を
問
わ

ず
安
定
的
な
輸
送
を
確
保
す
る

た
め
の
重
要
物
流
道
路
の
整
備

促
進
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

た
渋
滞
対
策
や
港
湾
・
空
港
の

ア
ク
セ
ス
道
路
の
改
善
、
ス
マ

ー
ト
Ｉ
Ｃ
や
中
継
輸
送
拠
点
の

整
備
に
よ
る
輸
送
の
効
率
化
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
活
用
し
た
割

引
制
度
の
拡
充
に
よ
る
高
速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
的
な

活
用
な
ど
、
利
用
者
視
点
に
よ

る
道
路
施
策
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
か
ら
強
力
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
当
会
議
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
活
力
に
溢
れ
、

安
心
で
き
る
社
会
を
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
遅
れ
て
い

る
地
方
の
道
路
整
備
等
の
実
情

を
踏
ま
え
、
道
路
利
用
者
の
立

　

令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
当
会
議
の

運
営
及
び
諸
活
動
に
つ
き
ま
し

て
、
格
別
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

能
登
半
島
地
震
で
は
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
、
多
数
の
孤
立
集

落
が
発
生
す
る
な
ど
、
甚
大
な

被
害
と
な
り
ま
し
た
。
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一

刻
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
国
に
お
い
て
も
、
４
月
に

愛
媛
県
及
び
高
知
県
で
最
大
震

度
６
弱
を
観
測
し
た
地
震
が
発

生
。
８
月
の
日
向
灘
を
震
源
と

す
る
地
震
で
は
、
四
国
全
域
で

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
」
が
発
表
さ
れ
、
近
い
将
来

発
生
が
予
測
さ
れ
る
大
規
模
地

震
や
津
波
被
害
へ
の
懸
念
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
切
迫
す
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
や
、
頻
発
化
・
激
甚
化

す
る
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め

に
は
、
「
命
の
道
」
と
し
て
被

災
地
へ
の
救
援
・
救
護
に
重
要

な
役
割
を
担
う
緊
急
輸
送
道
路

や
、
四
国
で
唯
一
の
原
子
力
発

電
所
で
あ
る
伊
方
発
電
所
に
お

い
て
万
が
一
事
故
が
発
生
し
た

場
合
の
避
難
路
等
の
早
期
整
備

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
、
人
口
減
少

が
進
む
四
国
に
お
い
て
、
交
流

人
口
の
増
加
や
物
流
の
効
率
化

に
よ
っ
て
観
光
や
産
業
の
振
興

を
図
る
な
ど
、
持
続
可
能
で
活

力
あ
る
地
域
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
高
速
道
路
を
は
じ
め
、

地
域
間
を
結
ぶ
幹
線
道
路
、
暮

ら
し
を
支
え
る
生
活
道
路
な
ど

の
整
備
は
益
々
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
４
月
に

宿
毛
内
海
道
路
（
一
本
松
～
ご

荘
、
宿
毛
和
田
～
宿
毛
新
港
）

や
奈
半
利
安
芸
道
路
（
奈
半
利

～
安
田
）
が
事
業
化
さ
れ
た
ほ

か
、
松
山
自
動
車
道
や
徳
島
自

動
車
道
に
お
い
て
４
車
線
化
の

新
た
な
工
区
の
追
加
も
あ
り
、

「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
な
ど
の
道
路
整
備
が
着
実

に
前
進
し
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
四
国
の
高
規
格
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
私
の

地
元
で
あ
る
大
洲
・
八
幡
浜
自

動
車
道
を
は
じ
め
と
す
る
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
や
暫
定

２
車
線
区
間
の
４
車
線
化
な
ど

解
決
す
べ
き
道
路
整
備
の
課
題

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
解
消
し
、
「
四
国

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
基

盤
と
し
た
道
路
交
通
網
の
整
備

を
一
層
進
め
、
九
州
、
四
国
、

本
州
を
結
ぶ
新
た
な
国
土
軸
の

構
築
等
に
も
繋
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
本
州
や
九
州
と
の
活
発
な

交
流
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
四
国

全
体
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
会
議
と
し
ま
し
て
は
、
依

然
と
し
て
国
の
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
中
、
安
全
で
安
心
で

　

こ
こ
に
、
あ
ら
た
め
ま
し
て

全
国
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た

方
々
の
一
日
も
早
い
復
旧
と
復

興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
九
州
地
区
に
お
き
ま

し
て
は
、
熊
本
県
内
へ
の
経
済

波
及
効
果
が
10
年
で
11
兆
円
規

模
に
な
る
と
も
言
わ
れ
る
台
湾

の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
は
、
周
辺

の
九
州
各
県
に
も
波
及
し
て
き

て
お
り
、
九
州
全
体
の
活
性
化

に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
一
部
の
地
域
で
は
種
々
の

地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
取
り

込
み
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
に

向
け
た
独
自
の
画
期
的
な
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

少
し
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
昨
年
８
月
に
福
岡
・

佐
賀
・
長
崎
・
熊
本
県
内
の
2６

市
町
か
ら
な
る
「
有
明
海
沿
岸

地
域
振
興
会
議
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
有
明
海
沿
岸

に
位
置
す
る
自
治
体
の
発
議
に

よ
る
広
域
の
連
携
で
あ
り
、
全

国
的
に
も
こ
れ
ほ
ど
広
範
囲
の

連
携
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
風

光
明
媚
な
「
豊
饒
の
海
」
・

「
宝
の
海
」
と
し
て
知
ら
れ
る

有
明
海
沿
岸
の
地
域
で
は
、
九

州
佐
賀
国
際
空
港
を
は
じ
め
、

熊
本
港
や
三
池
港
、
有
明
海
沿

岸
道
路
、
三
角
大
矢
野
道
路
な

ど
の
高
規
格
道
路
の
整
備
が
進

む
な
ど
、
広
域
的
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
有
明

海
沿
岸
地
域
の
人
流
・
物
流
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
有
明
海
沿
岸
地
域

の
行
政
、
経
済
界
が
共
に
手
を

携
え
、
広
域
連
携
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
一
緒
に
な
っ
て
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
、
今
後
も
、
地

域
全
体
の
魅
力
を
高
め
、
定
住

・
交
流
・
関
係
人
口
を
増
や

し
、
そ
の
豊
富
な
人
材
に
よ
っ

て
、
地
域
の
様
々
な
産
業
が
成

長
し
、
地
域
全
体
が
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
と
い
っ
た
好
循

環
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の

で
、
４
県
に
ま
た
が
る
2６
も
の

自
治
体
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た

と
い
う
点
は
注
目
す
べ
き
動
き

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
こ
の
よ
う
な
動

き
が
全
国
各
地
で
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
地
方
に
新

規
の
道
路
は
不
要
と
の
向
き
も

あ
り
ま
す
が
、
逆
に
、
広
域
で

の
地
域
発
展
の
基
本
的
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
の
広
域
道
路
の
早
期

整
備
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
を
つ
な
ぐ
唯
一
無
二
の
方
法

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

国
内
外
で
様
々
な
困
難
な
問
題

や
社
会
的
な
課
題
を
抱
え
、
将

来
の
地
域
の
姿
が
見
通
し
に
く

い
昨
今
に
あ
っ
て
も
、
国
民
の

安
全
と
安
心
を
根
幹
か
ら
支

え
、
地
域
と
地
域
の
夢
を
つ
な

ぐ
施
設
と
し
て
、
ま
た
、
地
域

発
展
の
礎
と
し
て
、
「
道
路
」

の
役
割
は
、
よ
り
一
層
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す

が
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
明
白
で
す
。

　

高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
の
解
消
及
び
暫
定
２
車

線
の
４
車
線
化
等
は
緊
迫
感
を

持
っ
て
早
期
に
実
現
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
ダ
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
代
替
性

の
確
保
は
も
と
よ
り
施
設
の
老

朽
化
対
策
な
ど
一
層
強
力
に
推

進
し
、
強
靱
な
国
土
を
築
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策
」
期
間
完

了
後
も
、
切
れ
目
無
く
、
継
続

的
・
安
定
的
に
国
土
強
靱
化
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計

画
を
早
期
に
策
定
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
え

て
、
日
常
生
活
や
地
域
の
産
業

活
動
を
支
え
、
企
業
、
国
内
外

の
観
光
客
な
ど
の
誘
致
を
促
進

し
、
交
流
機
会
の
拡
大
、
地
域

活
性
化
と
い
っ
た
、
地
域
の
発

展
を
支
え
る
道
路
本
来
の
役
割

を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
一
層
の
努
力
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

国
、
地
方
と
も
財
政
状
況
は

大
変
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
方
に
と
っ
て
道
路
の
整

備
促
進
は
地
域
の
将
来
を
左
右

す
る
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
道

路
予
算
の
十
分
か
つ
安
定
的
な

確
保
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
り

ま
す
。
全
国
道
路
利
用
者
会
議

の
会
員
の
皆
様
と
結
束
し
、
所

期
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
今

後
も
精
一
杯
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
一
層
、
展

望
の
開
け
る
希
望
あ
ふ
れ
る
年

と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

檜山俊宏
広島県議会議員

中
国
地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長

大城一郎
愛媛県八幡浜市長

四
国
地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長

金子健次
福岡県柳川市長

九
州
地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長

場
か
ら
、
真
に
必
要
な
道
路
整

備
の
着
実
な
実
施
に
向
け
、
道

路
関
係
予
算
の
総
額
の
確
保
・

拡
充
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
一
層

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
く
、

大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

き
る
豊
か
な
暮
ら
し
に
不
可
欠

な
道
路
整
備
の
実
現
や
必
要
な

予
算
・
財
源
の
確
保
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴

ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

の
皆
様
も
復
旧
・
復
興
に
向
け

懸
命
に
努
め
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
昨
年
も
全
国
各
地

で
自
然
災
害
が
発
生
し
、
九
州

地
区
に
お
い
て
も
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
た

日
向
灘
を
震
源
と
す
る
地
震
や

台
風
10
号
な
ど
に
よ
り
多
数
の

人
的
被
害
と
と
も
に
甚
大
な
物

的
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
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